景観デザインチェックシート（建築物・工作物）
◇市内全域・後楽園背景保全地区関係（全て添付）
	事項
	景観形成基準
	ﾁｪｯｸ
	計画・配慮した事項
	備考

	位置　配置
	◆全域

１．周辺環境との調和のとれた配置

２．既存樹木の活用

３．尾根のりょう線より低い位置

４．歴史的建造物等の保全に配慮

５．優れた景観を有する施設等の背景の保全に配慮

◆全域の基準に追加する基準

◇ 背景保全重点地区

　（近景・後楽園借景方向）

１．主要眺望地点から望見されないこと

◇ 背景保全形成地区（中・遠景方向）

１．尾根のりょう線より低い位置

２．主要眺望地点からの見え方を軽減

３．屋上工作物は主要眺望地点から見えないこと

	　　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　
	　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

	規模
	◇背景保全重点地区

１．主要眺望地点から望見されないこと

◇背景保全形成地区

１．高さを抑え、主要眺望地点からの見え方を軽減

	　　　　

　　　　
	　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
	　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

	形態　意匠
	◆全域

１．周辺景観との調和

２．優れた景観を有する施設等の背景の保全に配慮

３．工作物・設備が直接目にふれない

４．色彩基準に適合

◆全域の基準に追加する基準

◇背景保全形成地区

１．主要眺望点からの見え方に配慮し、違和感のないまとまった形態


	　　　　

　　　　

　　　　

　　　
　　　　
	　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

	　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

	事項
	景観形成基準
	ﾁｪｯｸ
	計画・配慮した事項
	備考

	壁面の位置の制　限
	◆全域

１．道路等公共用地の境界線からできるだけ後退

２．指定幹線道路に面する敷地

・幹線道路境界線より３ｍ以上壁面後退

	　　　　　

　　　　　


	　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　
	　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　
　　　　　　　　　

	敷地の

緑　化
	◆全域

１．敷地内は、できるだけ緑化に努める

２．優れた景観を有する施設等の背景の保全に配慮

３．指定幹線道路に面する敷地

・幹線道路境界線に沿って低・中・高木等を配置

・緑化率は敷地面積の３％以上

◆全域の基準に追加する基準

◇背景保全形成地区

１．既存樹木等の活用し、主要眺望点からの見え方に配慮した緑化とする
	　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　

　　　　　
	　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

緑化面積（　　　　　　　　㎡）　

緑化率　（　　　　　　　　％）　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　


	　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　
　　　　　　　　　


